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Ⅰ．視察の概要

平成17年10月14日
ｿﾙﾎﾞﾝﾇ大学総長ﾋﾟｯﾄ先生と共に



２．視察の行程

月　日 時間 視察地　ほか 宿泊 備考

1 10月 9日（日）

AM

夜

（集合）新千歳空港→羽田空港

　羽田空港→スキポール空港

　スキポール空港→リヨン空港

ﾘﾖﾝ

2 10月10日（月）

AM

PM

①ルーオン役場訪問

②ルーオンの市場視察

③ブレスAOC地鶏試食

④地鶏農家視察

ﾘﾖﾝ

ブレス地鶏生

産組合担当者

の案内

3 10月11日（火）

AM

PM

①ヴェルコール地方自然公園視

察・概要説明

②ポンタンロワイヤン視察・概

要説明

ｼﾞｯﾄ

ｱｰｶﾝｿｰ

4 10月 12日（水）

AM

PM

①ボッフォー AOC保護組合会

長講義

②ボッフォー及び隣接地区視察

④ボッフォーチーズ試食

④ボッフォー市長講義

⑤チーズ工場視察

ｼﾞｯﾄ

ｱｰｶﾝｿｰ

5 10月13日（木）
AM

PM

①ｼﾞｯﾄ周辺の農家視察

②アフラット訪問

ｼﾞｯﾄ

ｱｰｶﾝｿｰ

6 10月14日（金）

AM

PM

夜

（ｸﾞﾙﾉｰﾌﾞﾙ経由でﾊﾟﾘへ移動）

①DATAR訪問

②ソルボンヌ大学訪問

パリ

TGV乗車

7 10月15日（土）
AM

PM

（自由行動）

ﾊﾟﾘ→中部空港
機内

8 10月16日（日）
AM

PM

　（→中部空港）

　中部空港→新千歳空港（解散）
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図―フランス全土
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次ページに拡大図



図―視察箇所等位置
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リヨン

ﾙｰｱﾝ

ｳﾞｪﾙｺｰﾙ
地方自然公園

ｵｰﾄﾗﾝ（ｱﾌﾗｯﾄ所在地）

ｼﾞｯﾄ・ｱｰｶﾝｿｰ（宿泊地）

ｸﾞﾙﾉｰﾌﾞﾙ

ﾎﾞｯﾌｫｰ



項目 内容など

視察日・箇所

10月10日（月）　AM　ルーオン役場訪問・町内視察

筆頭助役　ローランド氏

商業部門担当助役　ジスレ氏

（案内）ブレス地鶏生産組合　ムニエ氏

概要

●ルーオン町の概要

・Louhans（ルーオン）町は、リヨンよりバスで約 3 時間（高速道路経由　休

憩含む）の場所に位置している、総人口が 7, 000人のまちである。

・ダニエルベルナール村長のもとで助役のポストは８名分であり、それぞ

れの役割を持っている。

●市場（市場）について

・特にこのまちにおいては、毎週月曜日に開催される市場（いちば）が州規

模で有名であり、周辺都市より多くの来訪者でにぎわっている。

・我々が訪問した日も、月曜日であったということもあり車は渋滞し、な

かなか目的地にたどり着けない状況であった。

・ジスレ氏によると、市場には、約 250の出店があり、その質を保つために

特に努力している。生鮮品等については、衛生基準まで管理しているとの

ことであった。

・町の運営に当たっては、「観光」と「経済」をどのように結びつけていく

か、これをどのようにコーディネートしていくかが重要であるとのこと。

●ブレスの地鶏について

・ブレスＡＯＣ地鶏の区域は、東西 40 ｋｍ×南北 100 ｋｍのエリアである。

このなかには、3 つブレスを代表する地区があり、ここは、その一つであ

る。

・AOCの地鶏づくりに当たっては、行政区を越えてに取り組んでいる。世

界的に一番有名な地鶏となっており、このブレスの地鶏を食べるため世

界中から食べに集まっている。ジョルジブラン？という超有名３つ星レ

ストランも近傍に位置している。

・ブレスの地鶏の特徴は、「足が青」、「鶏冠が赤」、「肌が白」のトリコロー

ルカラーである。
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Ⅱ．視察地の概要
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ルーオン庁舎内での助役より
講義

ブレスのロゴを付けて市場に
ならべられる地鶏

試食したブレス地鶏

ルーオン町内の様子

市場の様子
様々な食料品が並べられている

市場の様子
衣料品や日用雑貨も販売



参考―ブレスの地鶏について（ＨＰより）
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参考―ブレスの地鶏について（ＨＰより）
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項目 内容など

視察日・箇所

10月10日（月）　ＰＭ　地鶏農家訪問

地鶏農家　フィリップ・ビュアトア氏

概要

・役場よりバスで数分の場所に位置する地鶏農家を訪問し、飼育状況を見

学し説明を受けた。

●経営等の状況

・ビュアトア氏の親の代は集約型の地鶏生産に取り組んでいたが、彼の代

で品質型農業に移行した。

・現在 39 歳であり、1987年から地鶏農家を始めた。地鶏農家を経営するに

当たっては、認定書（ディプロマ）が必要である。また、土地は借用してい

る。

・地鶏農家を経営していくにあたって、1年間だけ補助金がある。

・税金などを全て払って、3 万ユーロ（450 万円）程度の利益である。

・当該農場の経営は、一人で行なっている。奥さんは勤めに出ている。地鶏

農家は、ぶどう畑の経営より利益がでないとのこと。

●地鶏について（飼育状況を見学）

・地鶏を出荷する際に品質検査が行なわれており、流通形態も AOC 規制の

中で決められている。

・地鶏のひなは孵化業者から仕入れる。広い所で育てているので病気には

強いが、念のため予防ワクチンを打つ。

・飼育は、地鶏の成長に応じ何段階かに分けて行なうとのこと。

・まずは、15日目の地鶏（ひよこの小屋）から視察した。ここでは、ひなを入

れて４日間は明かりをつけるが、その後は消すとのこと。明かりが無いほ

うがひよこ同士のコミュニケーションが生まれる。突き合うのを防ぐた

めでもある。

・35日後から屋外で飼育する。屋外の飼育には、1匹あたり 10平米必要。

・また、飼育小屋については、周辺の土質が悪くならないように１年間に

３回程度位置を移動している。
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ブレス地鶏の最終仕上げ小屋
にて

広々とした農地で放し飼いさ
れる地鶏

飼育小屋
年３回程度移動される

15日目の「ひよこ」の小屋から
見学

人間が近づいても逃げる気配
はなかった

飼育小屋内の様子



項目 内容など

視察日・箇所

10月11日（火）　AM　ヴェルコール地方自然公園　管理事務所？

DATAR（国土整備・地方開発庁）：アルプス主計官：ピエール・シモニエー

ル氏

DATAR：リチャード氏

DATAR：コレール氏

概要

・ヴェルコール地方自然公園の管理事務所？を訪問し、ＤＡＴＡＲ担当者

より説明を受けた。

●ヴェルコール地方自然公園について

・地方自然公園の制度は、1967年に作られた。制度を創設したのは、

DATAR である。

・また、ここの「ヴェルコール地方自然公園」は、制度が出来てすぐ整備さ

れたものであり、フランス国内で最も古い PNL（地方自然公園）である。

・地方自然公園は、自然や遺産を保全していきながら、市町村のイニシア

チブのもとに、経済的にも脆弱な地域を活性化していくためにつくられ

た。

・フランス全土にて、地方自然公園は現在 44 箇あり、これは国土の 13％を

占めている。関連する市町村数は、3,000程度、300 万人々が住んでいる。

・一方フランス全土には、７箇所「国立公園」というのも位置づけられてい

る。しかし「国立公園」については、居住者がいなく、自然・景観の保護を

目的としたものである。国が管理・イニシアチブを握っており、市町村は

関与していない。それが違いである。

●アルプス地域について

・アルプス担当主計官は、アルプスという広い範囲を受け持っている。

・このアルプス地域の主な特徴として挙げられるのは、人口密度が大きい

ということと、近郊都市部との関連が密であるということである。また、

当該アルプスは、隣接国との国境の役割も担っていることなどから、欧州

統合の流れを踏まえた展開方策が必要となる。欧州諸国とは対立ではな

く強調しが必要である。

・アルプスでは、人口が着実に増加している場所および、過疎化が進んで

いる場所とのコントラストが強い地域である。またアルプスの自然は脆

弱といえる。
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・厳しい条件の地域であったことから、アルプス農業等の生産に適さない

場所であった。後 20 世紀に入り産業誘致が起こり、また 20 世紀の終盤は

大規模なスキーリゾート開発が行なわれた。

・当該地域の振興にあたっては、農業・林業の役割を見直していくこと

や、都市と農村との関係をどのように作っていくかが重要である。

●ダタールの役割等

・ダタールのミッションの一つとして、その土地の持っている長所を見出

し、特定の地域を地域に根ざした形での振興方策を策定していくことが

挙げられる。

・ダタールの役割は、例えて言えば「アイデアの箱」のなかに省庁を超えた

アイデアを作るようなものである。それを担当各省庁に振り分けていく。

・また、ダタールは、各政策の実施過程における問題点についても把握し

ながら各所管の政策が円滑に進むよう、支援していく役割も担っている。

・各省庁にまたがる施策については、ダタールによる事業計画の提案を受

け、「省庁間委員会」にて計画実施の妥当性等が議論されている。

・また、シモニエール主計官自身は、農水省出身であるとのことである。

・国土整備と国土発展が必要と考えられる。いかに保護や経済的発展を推

し進めていくかが重要である。

・交通基盤の整備、高速道路やトンネル整備とともに、自然保護との調和

を見据えた地域の方向性が重要である。

・アルプスの振興方向を検討するため、「山間地委員会（州知事や各団体の

代表が委員）」を組織している。これの事務機能を担っているのがダター

ルである。単なる庶務的作業ではなく、目標を持って委員会の方向性を定

め調整していく役割である。

・ピレネーや中央高地の他の山間地にも同様に委員会が組織されている。

またこれらの上部組織として「全国山間地委員会」が存在する。この座長

を務めているのは、フランス首相である。

・各山間地のテーマは各々異なっている。参考までに中央高地の場合は、

特色として都市との関係が薄いことが挙げられる。この特性を踏まえて、

いかに地域の経済を発展させていくかがテーマとなっている。

●開発関連制度・その他

・国と地方が契約して事業の是非を決める「計画契約」という仕組みが利

用されている。地方分権以降は、このようなかたちで双方が契約し事業を
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行なっている。

・事業の実施に際しての最終判断者は州知事である。この州知事は国から

派遣された地方長官である。ちなみに、フランスの議長（予算執行権者）

が日本でいう知事にあたる。

・予算投下のための判断（経済的発展が必要との評価）については、地域の

居住者年齢や工場誘致実績、アクセス基盤などのいくつかの指標があり、

これにより客観的に行なっている。

・地方自然公園の維持管理費用については、国ではなく、基本的には地方

公共団体が負担している。
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ヴェルコール地方自然公園の
様子

DATAR主計官より
地方自然公園についてのレクチャー



図―ヴェルコール地方自然公園
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項目 内容など

視察日・箇所

10月11日　PM　ポンタンロワイヤン　管理棟２階講堂にて講義

ヴェルコール地方自然公園所長　ピレ氏

概要

●ヴェルコール地方自然公園の概要

・ヴェルコール地方自然公園は、2 つの県及び、7 つの市町村にまたがって

位置している。

・年間予算は、300 万ユーロ（約 45億円）～600 万ユーロの予算である

・州が 60％、県が 30％、入り口都市 15％程度、残りは他の市町村が費用を

負担している。

・年間予算は、遊歩道整備やテーマミュージアムの整備など、その実施し

プログラムにより異なる。

・一部事務組合のような市町村組合をつくり運営しているが、経営は完全

に私企業形態で行なっている。また、テーマごとに作業委員会を設けてい

る。

・公共の監査が入ることにより、経営の透明性が確保されている。

・公務員ではなく民間の人を雇って経営している。私企業経営の利点の一

つとして挙げられるのは、モチベーションの違いであるといえる。公共で

運営する場合はうまくいかないことが多い。

・整備の際に 600 万ユーロを要した。この内訳は、60％は補助金であるが

40％は返却必要な資金である。

・現在の運営状態は概ね良好であり、借入金は来年には返却の見込みであ

る。

・入れ込み数等は 4 万人/年間、19,000 食/年間であるが、ホテルの稼働率が

低いのが目下の課題である。

●地域づくりの留意点等

・我々のミッションは、自然遺産や文化遺産の保全、経済的社会的発展、実

験的取り組みを行なうことなどである。

・具体的には、「自然景観地域の管理と保全」、「自然地区のインベントリー

（目録）政策づくり」、「大型動物の保全」、「森林、遺産、観光、伝統的建築

物の保全」などである。山間地における、建築物のクオリティを見直して

いくことも重要といえる。

・地域の居住者が気づかないことを提案していく必要がある。価値がある

ということを伝えると地域の人々は守ろうという気持ちとなる。
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・地域づくりの提案にあたっては、個別ではなく全体の景観の中での位置

づけを考慮したものとしていく必要がある。

・来訪者誘引のためには、宿泊・レストラン・ガイドにおける「もてなし

のクオリティ」を高めていくことが求められる。

●ヴェルコール地方自然公園での取り組み

・ここの公園は、50km×100kmのエリアに広がっており、エコロジー及び観

光の両面の取り組みを行なっている。自然散策・自然発見のため、2 千キ

ロメートル以上の遊歩道を整備している。地図、標識を随所に設置してお

り、どこが遊歩道であるか分かるようにしている。

・また、公園内には 12 箇所のインフォメーションセンターがある。太陽

光、バイオマスなどの再生可能エネルギーを導入しているほか、大容量の

通信ネットワークについても整備している。

・ここでは、一般を対象とした講習も受け入れており、地域の振興に向け

何をすべきか、また何をしてはいけないかを伝えていく取り組みも行な

っている。子ども達のために環境啓発のための組織もある。

・ここで我々が支援しているのは、産業としての農業ではなく、地域振興

の手段として、「価値付け」られた農業である。

・地域の生産物において、特に品質が高いものに対しては、「公園のラベ

ル」をつけている。また、直販のための販売ネットワークについても、今

後構築していく予定である。（チーズ・肉など）

・現在は、ブルーチーズの付加価値向上の支援を行なっている。ブルーチ

ーズの直販により付加価値が高まると、牛の面積あたりの頭数が少なく

なり、結果として土壌汚染の減少が期待できる。そしてその土地を他の目

的に使えるという利点もある。

・また夏のイベントとして、農家におけるイベント・ショーの実施支援も

行なっている。農業や自然に関する新たな取り組みを試行していくこと

が、ここの役割といえる。

・この農家の「スペクタクルイベント（音楽、演劇など）」は 24戸の農家ご

とに行なった。宣伝や準備は公園側が手配した。

・今まで、農業者は汚染原因者といわれていたが、このようは取り組みを

通じて、まちの方々との相互理解が促進されたができた。
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ﾚｽﾄﾗﾝ２階の講堂での
レクチャーの様子

遺産指定されている町長の自
宅（画廊等として使用）

ポンタン・ロワイアン公園に
おける建物群

ミネラルウオーター
ミュージアム？？

ミュージアムを背景に
集合写真

レストランのエントランス
における噴水



項目 内容など

視察日・箇所

10月12日（水）　AM　ボッフォー生産組合講義（役場にて）

ボッフォー呼称地区のAOC保護組合会長　ペリシエ氏

　　　　　　　（同）　　　秘書　　　　ウリース氏

概要

●ボッフォーの概要について

・会長のペリシエ氏は、標高 1,600 ｍあるモリアンヌという村に住んでい

る。自身も農家を経営しており、また地域の生産組合の長も兼任してい

る。

・当該エリアは、7 つの組合で構成されており約 600の生産者がいる。

・組合の中には、農業技術者や専門家がいる。また農学分野の研究所と連

携して商品の味を管理している。

・ボッフォーチーズは、非常に古い歴史がありローマ時代から製造されて

いる。

・フランス国内においては、40～50年前に集約型農業をめざした経緯があ

った。しかしこのような厳しい地形の地域では、高い生産性を目指した農

業を展開していくことは不可能であったことから、付加価値付け・魅力

付けを主軸とした方針とした。

・ちなみに、1950～60年に隣のｸﾞﾙﾉｰﾌﾞﾙのグループは集約的農業へ移行し

たが、現在は廃業に追い込まれてしまったとのこと。

・成功の背景としては、近隣都市と近いという地理的なアドバンテージが

あったことが大きいといえる。

●ボッフォーチーズについて

・ボッフォーチーズは、1968年にAOCに指定された。

・概ね 40kgの重量であり、この製造には、400 から 500リットルの牛乳が

必要である。なお、乳はすべてチーズとして加工され、生乳の生産はされ

ていない。

・製造に当たっては、6 が月の熟成が必要である。夏に製造し、冬に消費す

るスタイルが一般的である。また、保存食の意味もある。

・ボッフォーチーズは、その生産過程により、３種類にランクわけされて

いる。

① 11～5月に搾乳された乳で製造するものである「普通のボッフォーチ

ーズ」。

② 7～8月に搾乳された乳で製造された「夏のボッフォーチーズ」
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　　①と②は、地上に降ろしてから加工されるものである。

③ 7～8月に 1,500 ｍ以上の高地で一つの群れから製造するものを「高地

放牧ボッフォー（アルパージボッフォー）」といい、最も高価なもので

ある。（全体の 10％程度）

・高地には、チーズを製造するために、25～30のアトリエ（各自で作るため

の施設）がある。

・ボッフォーチーズは、イギリス、ドイツにも少々出荷されており、昨年あ

たりから日本にも売り始めている。ほかのグリエールより高価である。

・「サバラン」は、ボッフォーチーズのことを「グリエールチーズの王子」と

参賞している。また、一緒に飲むワインは、やはりサヴォア（シニアン）が

合う。

・フランスで製造されている他のチーズとの生産量の比較は以下の通り。

大きく「ハードタイプ」と「グリエールタイプ」に分けられる。

　　①エメンタールチーズ（AOC以外）は、25 万トン

　　②コンテ（AOC）は、5 万トン

　　③ボッフォーは 4 千トン

・現在フランス国内には、47のチーズが AOCに指定されている。牛、やぎ、

ひつじなど様々なチーズがある。

・「AOC チーズ」は、生産区域が明快に定義、生産仕様書があるというのが

特徴であり、商標として登録されている。

・フランスチーズ全体の約 14％が AOC チーズである。このうちの 85％が

大規模流通に乗り市場へ出されており、現地の工場等の直販は 15％程度

である。ちなみに、フランスでのチーズ消費量は、一人当たり、25 ｋｇ/年

である。

・ボッフォーチーズは、３世紀前から同じ製法で製造している。チーズの

熟成期間中は、週に２回塩を塗りこむ必要があるなど非常に手間が必要

であり、熟成期間が長く、熟成はしたが結果的に失敗であったということ

もある。

・ボッフォーチーズの競合相手としては、AOC ではないグリエールチーズ

など、ボッフォーを模倣してつくっている安価なチーズが挙げられる。

●地域の魅力向上のための留意点について

・ボッフォーチーズの生産に資する牛の餌である草については、地域でと

れたものしか食べさせていけない。また、草が牛に食べられることによっ
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て、結果として景観が守られている。

・景観創出・保全に向けては、国による規制はあるが、農業者の意識が重

要である。農業のやりかたによっては景観が良くなることもあれば悪く

なることもある。

・生産活動によって演出される、「良好な景観」と「観光」との相乗効果が重

要である。また、この地に観光客が訪れ現地で消費することにより、さら

に付加価値が高まるものである。

・地域の農産物の地位向上に向けては、「商品プロモート」、「政府の認証」、

「地域のマインド向上」、「技術研鑽」のいづれもが必要である。

・一つ 40kgのチーズを製造することには、近隣の協力・協調が不可欠であ

る。このためか、地域が結束する力は強いとのこと。ちなみに、当地区か

らは多くの国会議員を輩出しているのもこのような背景からか。

●その他

・農家における女性の役割については、一緒に営農するケースをはじめ、

様々である。フランスには、農業を行なう女性に対する助成が充実してお

り、社会的に農業女性を守っていく基盤がある。

・農業を行なう場合、農業者であるという認定を国から受ける必要があ

る。相続する場合も同様である。農業のイメージは、一時に比べると向上

している。

・後継者問題については、飼育頭数 20 頭以下の農家において顕在化してい

る。

・農業者は、冬場のスキーの関連就業など、いろいろ副業を行ないながら

生活している。

・チーズの嫌いな方に対しては、まずボッフォーチーズから食べることが

良いだろう。癖が無く食べやすいはずである。
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項目 内容など

視察日・箇所

10月12日（水）　PM　ボッフォー役場訪問

ボッフォー役場町長　ベルナ氏

概要

●ボッフォーの概要について

・ボッフォーの面積は 15,000ha であり、人口は 2,360人である。

・宿泊施設のキャパは 1,500床であり、冬はスキー、夏は散策のために観光

客が訪れている。

・モンブランとつながっている遊歩道があり、スイス、イタリア、フランス

と、観光客は 1 週間かけて散策できるハイキングコースがある。

・1860年までここサボワはフランス領ではなかった。サボワ公国であっ

た。スイスと近い文化であり、スイスと方言が同じであった。

●ボッフォーの特性や取り組みについて

・1900年に入る前には、3.4 頭の牛を飼っている小さい農家のみであった。

また、小さな馬車しか通ることが出来ない道しかなかった。

・当時は農業だけで生きていた。現在は観光と農業が両立して村がなりた

っている。観光と農業の両立は非常に大変である。「観光」と「農業」の均

衡点を崩さないよう、配慮している。

・そのほかの資源として森林がある。これらは、所有者の現金収入の足し

にされている。

・当時は策定が義務化されてなかったが、ボッフォーは 1983年に土地利用

計画を策定した。土地利用計画には、「農業地区」、「都市地区」などの規定

がある。この策定以前は、どこでもどのような建物でも建築が可能であっ

た。

・この土地利用計画については、策定するのに 2年くらいの作業となる。今

は大きな問題が無いため、作り直す予定は無い。

・現在は、新築・改築を行なう場合は、建設コンサルタントが意匠の

チェックをしている。このチェックは法規にもとづくものではなく、アド

バイス程度であるとのこと。内容としては、「セットバックの寸法」、「屋

根の角度（40～45％）」、「色（栗色に近いもの）」などが規定されている。

・まちのプロジェクトを行う場合は、公衆協議として住民の意見を伺うプ

ロセスを経ている。
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●その他

・町外女性がボッフォーに嫁ぎ、農村民宿などを行なった「ジッタ」という

グループがあるとのこと。ジッタとは、農村全体をプロモートしていくグ

ループである。

・村長は常勤ではなく、兼業で行なっているとのこと。ボランティアに近

い模様。（議員も同様）、一方役場の職員はサラリーマンである。

・かつては、長男が土地を相続するという風習があった。現在は、若干その

気質が残っているが、特に長男への拘りは無いとのこと。

・離農した後の農地の取得について、農業者としての資格があれば誰が買

っても良い。いままでは、隣接地の方が取得して農地を維持していた例が

多い。
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組合長よりレクチャー

ボッフォーの高原で
飼育されている牛

景観に配慮した農家建築物

美しい丘陵地の景観
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ボッフォーの市街地の様子ボッフォーのチーズ料理

チーズ工場の様子

ボッフォー村長から
レクチャー

工場内の直販所



項目 内容など

視察日・箇所

10月13日（木）　ＰＭ　アフラット訪問（オートラン）

アフラット　カブリノ氏

概要

●アフラットの概要・背景など

・地元の有力者である Jean FAURE氏（上院議員であり、参議院副議長を歴

任した方）が設立した、農村観光の担い手育成のための、フランス国内唯

一の学校である。今年は 40 周年記念である。

・1968年に近隣のグルノーブルでオリンピックが行なわれた。世界で始め

てテレビジョンで放映されたオリンピックであった。これを契機に、どの

ように地域をアピールするかが課題であった。

・また当時フランスでは、農業の生産性向上のための政策が行なわれたこ

とから農業者の余剰人員が発生した。

・このベルコールの地では、喘息患者の受け入れを古くから行なっていた

とのこと。

●農村観光について

・農村民宿については、「ジット」、「ようこそ農家」、「農村のもてなし」な

どの組織がある。ジットが 4 万 5 千、ようこそ農家は 5 千、農村のもてな

しは小規模である。このような組織に出向いて講義を行なうこともある。

また、ジットの経営者は７割が農業者以外である。農村観光は全体的に、

農業者が行なっている割合は少ないといえる。

・農村観光には、宿泊施設・食事・余暇活動（スポーツ、文化発見活動）の

３つの機能が必要である。

・スキー人口は近年減っているが、農村観光人口は着実に増えている。ま

た、農村観光は高所得層や教養の高い方々の需要がある。

・フランス国内でも長期のバカンスを取る傾向は少なくなっており、都市

近郊で余暇を過ごす傾向となっている。

・10年後、20年後を見据えて農村観光に望まれるのは、快適性、コミュニ

ケーションであろう。遠隔地の海や山に出かけていくのは、コストが高い

ため減少していくだろう。

●アフラットの取り組みなど
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・1965年に当初は農業分野の研修所としてスタートし、1968年から料理養

成が行なわれた。また、1970年代からスキーなどの養成を始めた。

・「スポーツ」、「ガイド」などを農業と組み合わせて教育・実習を行なって

いるのは、フランス国内でこの施設だけであり、年間約 200人研修生を受

け入れている。

・2 週間から 8ヶ月の様々な研修コースがあり、インストラクター等の資

格を取得することが出来る。また、地産地消のための「テロワールシェ

フ」も育成しており、ほかに出張研修も行なっている。アフリカや南アメ

リカにも使節団を送っている。

・スタッフは 20人程度であり、そのうち 10人がインストラクターなど教

える側である。ちなみに、カブリノ氏は農業工学者である。

・研修生の年齢層は、18 歳から 50 歳くらいの方々である。申請を受け、研

修希望を聞き、受け入れるかどうかの判断を行なっている。

・間接的補助金等で運営されている。雇用関連の補助金や、企業・州など

からの雇用関係の補助金等をうけて運営している。

・アフラットとして卒業者の継続教育は特に行なっていないが、卒業者の

間にはネットワークがあり、アフターフォローや情報交換などが行なわ

れている。このため卒業生において事業に失敗した例は無いとのこと。
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講義の様子アフラットの校舎

調理研修を兼ねたﾚｽﾄﾗﾝ 屋外での講義

地域の素材を活用した料理



項目 内容など

視察日・箇所

10月14日（金）　PM

パリDATAR（ダタール　国土整備・地方開発庁）訪問

国際投資関連担当：ガイロッシェ氏

中山間関連担当　：モンサラ氏

総括　　　　　　：コレール氏

概要

○国際投資関連

・国際投資局は、当初はダタールの一部であったが後に分化した組織であ

る。

・経済分析にもとづき、世界の状況のなかの動きを踏まえて経済予測を行

なっている。

・また、フランス国外の企業がフランスに工場を整備するなど投資を行な

う場合に、適切なアドバイスを行なっている。

・この一環として、1998年に日本に「投資クラブ」を創設した。

・クラブの役割は、フランス国内の制度を踏まえて事業展開などをフォロ

ーしていくことであり、日本企業が、海外に進出するときの難しい点を解

決してくれる組織である。

・一例として、雇用制度等に合わせ、法律・規則など、日本とは違う制度の

中で円滑にできるような手助けを行なっている。

・フランス国内の各省庁との間に問題がおきたときは、スタッフが出向き

手助けも行なっている。

・また年間に２回交流イベント行なっており、クラブに対して様々な情報

発信を行なっている。そして、ホットラインにより相談を受けることがで

きる。

・クラブには、フランス側の会長と日本側の会長がおり、日本側は「東レ」

の方が会長である。

・ちなみに、トヨタをフランスに誘致したのはダタールであるとのこと。

トヨタの欧州進出に際しては、他の国々も候補として挙がったが、待遇面

でフランスが一番手厚つかったようだ。

・企業進出に伴う周辺基盤整備については、その企業のオファーがあれ

ば、ある程度は考えるとのこと。

○中山間関連
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・山岳地振興は、フランスにとって非常にオリジナルなテーマである。

・フランスには、山岳に関する法律が多く制定されている。

・山岳の法律について、その問題点をかつてよりダタールが指摘していた

た結果、改正に至った経緯もある。

・フランスでは山岳地は国土の多くを 30％占めている。しかし人口につい

ては 15％しか居住していない。

・山岳地については、急な斜面をはじめ厳しい地形条件にあるという特殊

性を考慮しなくてはならない。地域の人口維持のためにどういうことが

できるのかを考えなくてはならない。

・また、自然は守る必要があるが、山にも人を呼び込んでいくことも求め

られている。経済などとのバランスを考慮することが必要である。

・フランス国内の山岳地ごとの特性に合わせた制度を創設するため、各山

間部には山間地委員会が設置されている。おのおのの山間地域の一貫性

を失わないように政策を行なっている。議会などではなく、各山間地委員

会が地域振興の先導的役割を果たしている。

・また、コルシカ島をはじめフランスの海外県でも、山岳地同様、地域ごと

の特性に合わせた振興策を定めている。

・山間部ごとに首相によって選任される知事がいる。このポストには、関

連する州知事のうちだれかが就任する。また、委員会のメンバーは経済関

係者、議員などである。

・国レベルでは、全国山間地委員会という組織があり、首相がその会長を

務めている。この組織は、地域の山間地の代表者により構成されており、

そこで提案されて認められたものが 20年先の法律になっていく。

・制度を創設していくプロセスは、基本的にはボトムアップである。地域

の発意をもとに上層部や国に上げていく。

・このなかでダタールは、山岳地政策の調整約の立場にあり、全国山間地

委員会の事務局を務めている。

・山間地振興には特別な予算が組まれている。山間地に関して 2000年から

2006年の間に、1億 9000 万ユーロを国が支出している。一方州は、1億

5000 万ユーロを支出している。一つの目標を実現するために、国と地域

が目標に対して役割を分け合うという意味で、おのおの費用を分担して

いる。

・これらの予算は、社会的・経済的目的に使用され、道路基盤等にはつか

われない。

・山岳地の役割について、20年前は農業が中心であったが、現在ではチー

ズなどの加工業や観光業が中心となっている。今後は、農業単独ではな
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く、農業やりながら他のとりくみをやっていくことが必要ということが

委員会で話し合われている。

・また、携帯電話ほか通信のネットワーク基盤を強化することも必要とさ

れている。

○ダタールについて

・フランスの行政は、フランス革命以来近年まで、国→県→市町村の３つで

構成されていたが、20年前に州ができた。

・北海道は他の日本の地域とは違うだろう。北海道の特性を踏まえた法制

度が独自に必要ではないか。

・地域振興に当たっては、国と地方および、市町村が協働で作業すること

が求められる。地方自然公園などがその実例である。そして、そのまとめ

役・調整役がダタールである。

・国と地方が何を実施するかは、「コントランドプラン（計画契約）」によっ

て規定される。また、国の事業実施に際し、各市町村が一環性のある事業

を行なう場合には、市町村独自に予算をつけることができる。

・現在は、国より地方がお金を持っているため、国としてはアイデア面で

質の高いものを提示していかないと、地方の賛同は得られない。
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参考―ダタールについて
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参考―ダタールについて
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◆◆一口コラム―快適な農村民宿「ジット」◆◆

・10/11～10/13、ジット・アーカンソーに 3 泊しました。

・農家方の兼業で行なっている民宿ではなく、専業の「プロ」が経営する民宿とのことで

した。

・この「ジット」は、フランス全土にわたる「農村民宿？」の組織であり、本部はパリにあ

るとのこと。

・部屋も暖かく清潔であり、シャワー・トイレも専用、また、専用のシェフもいて、地域

の素材を使ったおいしい料理を提供してくれました。
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◆◆一口コラム―美しい景観◆◆

・高速道路、一般道路とも、フランス国内の道路沿道は、景観に配慮したものとなってい

ます。

・道路によっては、沿道樹木の種類だけではなく、間隔や高さまで決められている模様

です。

・また、「山の際」をきちんと守り美しく見せるためのルールや、住宅等建築物の整備に

当たってもデザインコードがあり、それを地域の皆さんで共有化し、守っているそう

です。

◆◆一口コラム―きれいな農家◆◆

・ジット・アーカンソーの周辺の農家の視察を行ないました。

・何れの農家も、家屋・家畜小屋・周辺環境、どの面においても、綺麗で清潔でした。
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◆◆一口コラム―乗り継ぎ抵抗のない駅舎◆◆

・10/14、我々視察団がＴＧＶに乗車するために利用した「グルノーブル」の駅舎は、路面

電車から新幹線への乗換えするのに「改札」や「階段」が無く、「ホーム」ｔｏ「ホーム」

がスムーズにできる仕組みとなっていました。
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◆◆一口コラム―地元紙に紹介されました◆◆

【ドフィネ・リベレ紙】
2005年11月 5日
ヴィラードラン
日本人グループの公園訪問

訪問の目的はヴェルコールのような、活気のある活動すべてを組み合わせた地域を北海
道に作ること

フランスの国土整備のやり方を調査する目的で、第 2回目の日本調査団が来仏した。昨
年同様、調査団はロシアに最も近い北の島、北海道が組織したもの。調査団は数日間にわ
たりヴェルコールに滞在、アフラット訪問時にはオートラン村長であり上院議員でもあ
るジャン・フォール（注：前上院副議長、アフラット創設者）に迎えられ、ポンタン・ロワ
イヤンの水博物館では公園の会長イヴ・ピレ氏（前国議会議員）と面談した。
視察団は、技術者、議員、行政責任者で構成され、自然やエコシテムの保護、観光振興、高
品質農産物、土地のハーモニー、職業養成教育など、ヴェルコールの活気ある活動に対し、
日本でも適用可能であると高い関心を示していた。
この地で視察団が見つけたすべてのこと以外に、ブレスの地鶏生産、ボーフォルタン、な
ど標高や景観面でニッポンの北の地域と類似点の多い地区も視察した。
調査団訪問の目的はヴェルコールのような、活気のある活動すべてを組み合わせた地域
を北海道に作ること。視察団はＤＡＴＡＲ（国土整備地域開発庁）の後援を受けて組織さ
れ、アルプスと平行し海洋部分の繊細さも含め、この北の島の国土整備と発展を予見可
能とするためにその方針を定めるに違いない。
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